つの 貯金 をし、 休みの 時 は 近所の 百姓の 子に 真の 母国 

の 言葉 ポ— ラ ンド語 を 教えて やつたり していた 時代の 

思い出。 ドイツに 蹂躪され たと きいた とき それ はみ な 

新しい 思い出と なって キ ユリ— 夫人の 胸に 甦って 来た 

であろう。 ドイツ 軍に 掃蕩され ようとし ている ポ ー ラ 

ンドに はま だ その外の 思い出 もつな がれて いる。 「マ 

ド モア ゼル . マリア」 が、 その 射す くめる ようなし か 

も 深い 優し さの こもった 灰色の 目と、 特徴の ある 表情 

的な 口 もとの 様子な どで、 いかにも 人目 を 引く 才気 煥 

発な 教養 高い 十九 歳の 家庭教師 となった 時、 その Z 家 

の 長男 カジ ミ ー ル との 間に 結ばれた 結婚の 約束の その 



無邪気な 若 い 一 一 人の 申し出 は Z 氏 を 烈火 のように 憤ら 

せ Z 夫人 を 失心させる ほど 驚かした。 カジ ミ ー ルは、 

さんざん 嚇 かされ、 すかされて マリアとの 結婚 を 思い 

あきらめ たが、 マリア は、 その 事で 全く 居心地の 悪く 

なった Z 家から も、 契約の 期間が 終る まで は 勝手に 立 

ち 去る ことができなかった。 それから ヮルソ —で暮 し 

た 月日。 思い も かけず、 パリに いる 姉の ブロ ー ニヤ か 

ら、 彼女 を パリへ 呼び寄せる 一 通の 手紙 を 受取った 一 

八 九 〇 年の 早春の ある 曰の 心 持。 それら は その 苦し さ 

においても、 ときめきに おいても、 恐ろしい 忍耐で さ 

え もす ベ て はポ— ランドの 土と 結ばれて いるもの であ 



ヌ にあて こう 書いた。 「あなたの やさしい 手紙 を 受取 

リ ました。 どんなに あなた を 抱きしめ たく 思った こと 

でしよう。 危く 泣き出す ばかりでした。 どうも 成り 行 

きが 思わし くありません。 私たちに は 大きな 勇気が 必 

要です。 悪い 天候の 後に は 必ず 晴れた 日が 来る という 

確信 を 固く 持って いなければ なりません。 愛する 娘た 

ち、 私 は その 希望 を 抱いて あなた 方 を 固く 抱きしめ ま 

すご 

刻々 パリの 危険が 迫って きた。 キ ユリ— 夫人 は 貴重 

な 一 グラム を、 安全な ボ ルド— 巿へ 移す ことにき めた _ 

一 グラムの ラジウムと は、 鉛の 被 蓋の 中で 細い 管が 幾 



つの 致命的と 思われる 欠陥 を 見出した。 それ は 後方の 

病院に も 戦線の 病院に も X 光線の 設備 を ほとんど 持つ 

ていない という 事で ある。 あわれに 打ちく だかれた 骨 

の 正しい 手当、 また 傷の 中の 小銃 弾 や 大砲の 弾丸の 破 

片を X 光線の 透写に よって 発見す る 装置が、 この 恐ろ 

しい 近代 戦に なくても よいので あろう か。 

キ ユリ— 夫人 は 科学 上の 知識から、 大規模の 殺戮が 

何 を 必要と している か を 見た。 罪な く 苦しめられ てい 

る 人々 のために、 彼女 は 彼女と して、 外の 女で は 不可 

能な 働き 方 をし なければ ならない。 そこで キ ユリ— 夫 

人 は 活動 を 開始して 先ず 大学の 幾つかの 研究室 にある 



幾つかの X 光線 装置に、 自分の分 を も 加えた 目録 を 作 

り、 続いて その 製造者た ちのと ころ を 一巡して、 X 光 

線の 材料で 使える だけの もの を ことごとく 集め、 パリ 

地方の それぞれの 病院に 配布され るよう に 計った。 教 

授ゃ 技師 や 学者た ちの 間から 篤志 操作 者が 募集され た。 

けれども X 光線の 設備に、 なくて ならない 電気 さえ 

ひかれて いないよ うな 野戦病院へ 殺到して 来る 負傷者 

たち を どうしたらいいだろう。 キ ユリ— 夫人 は ある 事 

を 思いついた。 フランス 婦人 協会の 費用で 光線 治療 車 

という もの を 作った。 これ はョ ー 口 ツバで も はじめて 

の 試みであった。 普通の 自動車に レントゲン 装置と、 



モ ー タ ー と 結びついて 動く 発電機 を 取りつ けた もので、 

この 完全な 移動 X 光線 班 は 一 九 一 四 年 八月から 各 病院 

を 廻り 始めた。 フランスの 運命 を 好転 させた 歴史的な 

戦いで ある マルヌの 戦闘で、 故国の ために 傷ついた 

人々 は、 パリへ 後送され て その 移動 班に 助けられ たの 

であった。 この 放射 光線 車 は 軍隊の 間で 「小キ ユリ ー」 

と 親密な 綽名で 呼ばれた。 キ ユリ— 夫人 は 戦争の 長び 

くこと が 分る につれ、 あらゆる 手段 を 講じて、 官僚と 

衝突して それ を 説得し、 個人の 援助 も 求めて 自動車 を 

手に入れ、 それ を つぎつぎに 研究所で 装置して 送り出 

した。 そのよう にして 集められた 車 は 二十 台あった。 



マ リア は 愛する ピ ェ— ルの 最後 のこの 言葉 を 実現し 

なければ ならない と 思ったろう。 科学の 力が 一 方で 最 

大 限に その 破壊の 力 を 振る つてい る 時には、 ますます 

他の 一方で 創造の 力、 生きる 力と しての 科学の 力、 そ 

れを 動かす 科学者と しての 情熱が 必要と 思われた に 違 

ヽニヽ o 

レ ，*;? レ 

一 九 一 八 年 十 一 月の 休戦の 合図 を マリア は 研究所に 

いて 聞いた。 嬉し さに じっとして いられ なくなった マ 

リアが、 激しい 活動で 傷の ついている 例の 自分の 車の 

「小 キ ユリ—」 に 乗って パリ 巿中を 行進した 気持 は 察 

する に 余り ある。 



フランスの 勝利 は、 マリアに とって 二重の 勝利 を 意 

味した。 彼女の 愛する ポ ー ランド は 一 世紀 半の 奴隸状 

態から 解かれて 独立した。 マリア は 兄の スク ロド フス 

キ— に 書いた。 

「とうとう 私たち (生れな がらに 奴隸 であり、 揺籃の 

中から すでに 鎖で つながれ ていた) は、 永年 夢見て い 

た 私たちの 国の 復活 を 見た のです ご しかし キ ユリ— 

夫人 は 歴史の 現実の 複雑さに 対しても やはり 一 個の 洞 

察 を 持って いた。 彼女 は その 喜びに 酔わずに、 さなが 

ら 十九 年後の 今日 を 見 透した ように、 続けて いってい 

る。 
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